
被検者の片眼を遮閉し、顎を支持器のへこみの

上に左右眼に応じて置くように指示し、検査眼の

下眼瞼辺りに白プレートが当たり弓の中心点に眼

の高さが来るように支持器の高さを調節する

被検者に前方の弓の中央の 0°を注視させ眼を

動かさないように指示し、弓を垂直にする

視線を軸として弓を45°回転させ、上・下・左・右・各斜め方向の8方向を順次計

測し、凹凸があった位置はその付近をさらに細かく計測して記録し、線でつなぐ

視標には、直径
2㎜・ 5 ㎜・ 1cm ・

2cmのものがあり、白・
青・黄・赤・緑の 5色が
ある。

結果・記載例）

色視標による視野の広さ

上 下 耳側 鼻側

白 60 70 100 60
青 50 60 90 50
赤（黄） 40 50 80 40
緑 30 40 70 30

準備物フェルスター視野計・色視標・記録用紙・筆記用具

簡易な視野検査-Forsters（フェルスター・フェステル）視野計 視野障害の簡便な検査

弓の後部に目盛があるよ！

視標は弓の面に
沿って移動させる
が、音をたてたり
しないこと。

自分の検査結果を書いておこう！

判定基準）

フェルスター視野計

柄がついている視標を弓の一端

（100°）から弓の内面に沿って徐々

に中央に向かって移動し見えた時点

で、被検者に合図させる

記録用紙にその方向での広さを記録する

視標の色を変えて同様に行う

他眼も同様に行なう

目的・・


